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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　発熱する電子機器を備えた装置の温度を制御する温度制御部と、
　前記電子機器が発する熱を電磁波に変換する変換部と、
　前記変換部によって変換された電磁波を透過する透過部とを備え、
　前記透過部は、電磁波の透過度を調節可能であり、前記温度制御部は、前記装置の温度
または前記電子機器の温度に応じて前記透過部の透過度を調整することを特徴とする温度
制御装置。
【請求項２】
　前記温度制御部は、前記装置の起動時に前記装置の温度が所定値以下である場合、前記
装置の温度が前記所定値を超えるまで電磁波を透過させないよう前記透過度を調整するこ
とを特徴とする請求項１に記載の温度制御装置。
【請求項３】
　前記温度制御部は、前記装置の温度を所定範囲に保つよう前記透過度を調整することを
特徴とする請求項１に記載の温度制御装置。
【請求項４】
　前記透過部は、前記装置の温度に対応した前記透過度を示す対応情報に従って前記透過
部の透過度を調整することを特徴とする請求項３に記載の温度制御装置。
【請求項５】
　前記温度制御部は、前記透過度を調整したときから一定時間後の前記装置の温度と前記
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透過度の調整前の前記装置の温度とに基づいて前記透過度を調整することを特徴とする請
求項３に記載の温度制御装置。
 
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、発熱する電子機器を備えた装置の温度を制御する温度制御装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　通常、無線通信を行う基地局装置は、その内部に発熱する電子機器を備えている。この
電子機器は、例えば、パワーアンプ、電源ユニット、ＯＣＸＯ（Oven Controlled Xtal O
scillator）、または、水晶振動子などである。また、基地局装置は、発熱する電子機器
を空冷するための空冷用ファンを備えており、その空冷用ファンにて電子機器の発熱部分
が冷却されることで、内部の温度が過度に上昇することを防いでいる。
【０００３】
　また、基地局装置における冷却用ファンを制御するものとしては、基地局装置が温度セ
ンサを備え、この温度センサによって温度を検出し、温度がファン起動温度になると、冷
却用ファンを駆動して温度上昇を防止するものが知られている（例えば、特許文献１参照
）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００３－３４７９９３号公報（段落０００３～段落０００８）
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、上述した基地局装置では、基地局装置の内部の温度が必要以上に高温と
ならないように、放熱効果を高めた構造設計となっているが、低温の状態にある基地局装
置が起動するようなとき、ＯＣＸＯや水晶振動子を素早く適温になるよう温度を上昇させ
たい場合がある。
【０００６】
　例えば、停電の影響等で基地局装置の電源が落ち、しばらく電源が投入できない場合、
無線信号の送信に用いるＯＣＸＯや水晶振動子の温度が気温と同じ温度になってしまう程
低下してしまい、この低下した温度の状態にある基地局装置が復旧して起動するような場
合である。また、寒冷地にある基地局装置であれば、ＯＣＸＯや水晶振動子の温度が極端
に下がってしまい、基地局装置の温度が適切に制御されないため、ＯＣＸＯや水晶振動子
が適温になるまで時間が長くかかってしまい、長時間サービスが提供できない事態に陥る
等の問題がある。
【０００７】
　本発明は、このような問題を解決するために、発熱する電子機器を備えた装置の温度を
適切に制御することができる温度制御装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明の温度制御装置は、発熱する電子機器を備えた装置の温度を制御する温度制御部
と、前記電子機器が発する熱を電磁波に変換する変換部と、前記変換部によって変換され
た電磁波を透過する透過部とを備え、前記透過部は、電磁波の透過度を調節可能であり、
前記温度制御部は、前記装置の温度または前記電子機器の温度に応じて前記透過部の透過
度を調整する構成を有している。
【０００９】
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　この構成により、電子機器を備えた装置の温度に応じて透過部の透過度を調整するため
、透過部が温度調整の役割を果たすことになり、発熱する電子機器を備えた装置の温度を
適切に制御することができる。
【００１０】
　また、本発明の温度制御装置の前記温度制御部は、前記装置の起動時に前記装置の温度
が所定値以下である場合、前記装置の温度が前記所定値を超えるまで電磁波を透過させな
いよう前記透過度を調整する構成を有している。
【００１１】
　この構成により、放熱を最低限に留めることで電子機器を備えた装置の内部の温度上昇
を促進し、素早く適温になるよう装置の内部の温度を上昇させることができる。
【００１２】
　また、本発明の温度制御装置の前記温度制御部は、前記装置の温度を所定範囲に保つよ
う前記透過度を調整する構成を有している。
【００１３】
　この構成により、電子機器を備えた装置の温度を所定範囲に保つよう透過部の透過度を
調整するため、電子機器を備えた装置の性能を良好に保つことができる。
【００１４】
　また、本発明の温度制御装置の前記透過部は、前記装置の温度に対応した前記透過度を
示す対応情報に従って前記透過部の透過度を調整する構成を有している。
【００１５】
　この構成により、簡易な構成で電子機器を備えた装置の温度を所定範囲に保つことがで
きる。
【００１６】
　また、本発明の温度制御装置の前記温度制御部は、前記透過度を調整したときから一定
時間後の前記装置の温度と前記透過度の調整前の前記装置の温度とに基づいて前記透過度
を調整する構成を有している。
【００１７】
　この構成により、フィードバック制御で電子機器を備えた装置の温度をほぼ正確に所定
範囲に保つことができる。
【発明の効果】
【００１８】
　本発明は、発熱する電子機器を備えた装置の温度を適切に制御することができる温度制
御装置を提供するものである。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】図１は本発明の実施の形態に係る電子機器を備えた装置の内部構造を表す図であ
る。
【図２】変換部および透過部の拡大図である。
【図３】本発明の第１の実施の形態に係る温度制御装置の動作例を示すフローチャートで
ある。
【図４】本発明の第２の実施の形態に係る温度制御装置の動作例を示すフローチャートで
ある。
【図５】本発明の第２の実施の形態に係る対応情報を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００２０】
　以下、本発明の実施の形態について、図面を参照して説明する。
【００２１】
　図１は、本発明の実施の形態に係る電子機器を備えた装置の内部構造を表す図である。
本発明の実施の形態では、電子機器を備えた装置を、通信端末と無線通信を行う基地局装
置１０としている。なお、本発明の実施の形態に係る温度制御装置は、基地局装置に限定
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されて用いられるものではなく、様々な装置に適用可能である。
【００２２】
　基地局装置１０は、透過部１１、変換部１２、パワーアンプユニット１３、電源ユニッ
ト１４、デジタルユニット１５、ＣＰＵ１６、および温度センサ１７を備えている。基地
局装置１０を構成するこれらの部材は、基地局装置１０の筺体１８の中に設置されている
。なお、筺体１８は、ハッチングで図示されている。
【００２３】
　透過部１１のそれぞれを区別する場合には透過部１１Ａ、１１Ｂと記載し、それぞれを
区別しない場合には、透過部１１と記載する。変換部１２のそれぞれを区別する場合には
変換部１２Ａ、１２Ｂと記載し、それぞれを区別しない場合には、変換部１２と記載する
。
【００２４】
　デジタルユニット１５は、デジタル信号を処理するものであり、ＣＰＵ１６およびその
他図示していないメモリや回路などによって構成されている。温度センサ１７は、基地局
装置１０内の温度を検知し、ＣＰＵ１６は、基地局装置１０内の部材等を制御するように
なっている。
【００２５】
　パワーアンプユニット１３は、デジタルユニット１５にてデジタルからアナログ変換さ
れた信号を無線送信する際の信号レベルを増幅するものである。電源ユニット１４は、基
地局装置１０を構成する電子機器に電源を供給するものである。
【００２６】
　本発明の実施の形態に係る温度制御装置は、温度制御部、透過部１１、および変換部１
２を有している。本発明の実施の形態に係る温度制御部は、例えばＣＰＵ１６によって構
成され、ＣＰＵ１６は、発熱する電子機器を備えた基地局装置１０の温度を制御するよう
になっている。ここで、発熱する電子機器は、例えば、パワーアンプユニット１３または
電源ユニット１４である。また、発熱する電子機器は、ここでは図示していないがＯＣＸ
Ｏまたは水晶振動子等の無線通信に関する機器でもよい。
【００２７】
　変換部１２は、電子機器が発する熱を電磁波（可視光または赤外線など）に変換するよ
うになっている。例えば、変換部１２は、熱から赤外線に変換する赤外線変換機器、また
は、熱エネルギーを利用して発電を行ない、その発電電力によって発光ダイオード等で可
視光として発光させる機器でもよい。
【００２８】
　透過部１１は、液晶フィルタ等によって構成されており、変換部１２によって変換され
た電磁波を透過するようになっている。また、透過部１１は、電磁波の透過度を調節可能
であり、透過度は、ＣＰＵ１６によって調節される。以下、電磁波を可視光として説明す
る。
【００２９】
　図２は、変換部および透過部の拡大図である。変換部１２は、熱を受けて可視光に変換
し、透過部１１は、可視光を透過する。筺体１８と発熱する電子機器とが直に接触するこ
となく、筺体１８と発熱する電子機器との間に変換部１２および透過部１１を設けること
で、熱の伝達が制御されるようにする。
【００３０】
　ＣＰＵ１６は、温度センサ１７で検知された基地局装置１０の温度に応じて透過部１１
の透過度を調整するようになっている。また、ＣＰＵ１６は、電子機器の温度に応じて透
過部１１の透過度を調整するようにしてもよい。
【００３１】
　以上のように構成された本発明の実施例に係る温度制御装置の動作について図面を用い
て説明する。
【００３２】
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　（本発明の第１の実施の形態）
　図３は、本発明の第１の実施の形態に係る温度制御装置の動作例を示すフローチャート
である。本フローチャートでは、例えば、基地局装置１０の電源が落ち、しばらく電源が
投入できない場合、基地局装置１０の温度が低下してしまい、基地局装置１０の起動時に
基地局装置１０の温度が所定値以下である場合に関する動作について説明している。
【００３３】
　まず、基地局装置１０の起動直後に、ＣＰＵ１６は、可視光を透過させないように透過
部１１Ａおよび透過部１１Ｂの透過度を設定する（Ｓ１）。次に、一定時間が経過後に、
ＣＰＵ１６は、温度センサ１７で検知された基地局装置１０の温度が所定値を超えている
か否かを判定する（Ｓ２）。ここで、所定値は、基地局装置１０の性能が良好に保つよう
な温度で、例えば無線通信の性能（送信周波数等の変動）が良好に保つような温度である
。
【００３４】
　基地局装置１０の温度が所定値を超えていない場合、ＣＰＵ１６は、可視光を透過させ
ないように透過部１１Ａおよび透過部１１Ｂの透過度を継続する（Ｓ３）。基地局装置１
０の温度が所定値を超えていた場合、ＣＰＵ１６は、基地局装置１０の温度を所定範囲に
保つように、透過部１１Ａおよび透過部１１Ｂの透過度を調整しながら温度制御を実行す
る（Ｓ４）。
【００３５】
　以上説明したように、本発明の第１の実施の形態に係る温度制御装置は、基地局装置１
０の起動時に基地局装置１０の温度が所定値以下である場合、所定値を超えるまで可視光
を透過させないよう透過部１１の透過度を調整するため、放熱を最低限に留めることで基
地局装置１０の内部の温度上昇を促進すると共に基地局装置１０が復旧してからのサービ
スの開始を早めることができる。
【００３６】
　（本発明の第２の実施の形態）
　図４は、本発明の第２の実施の形態に係る温度制御装置の動作例を示すフローチャート
である。本フローチャートでは、基地局装置１０の温度を所定範囲に保つよう制御する動
作について説明している。所定範囲は、基地局装置１０の性能が良好に保つような温度範
囲である。
【００３７】
　また、本フローチャートでは、可視光を透過させないように透過部１１Ｂの透過度が固
定されており、透過部１１Ａの透過度が制御される動作について説明している。しかし、
このような動作に限定されず、透過部１１Ａおよび透過部１１Ｂの透過度の双方が同時に
制御されてもよく、温度センサの設置を、温度センサ１７の１つに限定することもない。
【００３８】
　まず、ＣＰＵ１６は、基地局装置１０の温度に対応した透過度を示す対応情報に従い、
現在の基地局装置１０の温度に対応した透過部１１Ａの透過度を特定する（Ｓ１１）。こ
こで、本発明の第２の実施の形態に係る対応情報はメモリに記憶されており、この対応情
報を図５に示す。図５の対応情報は、基地局装置１０の温度が高くなるにつれて透過度が
高くなっており、基地局装置１０の温度を所定範囲に保つように設定されている。
【００３９】
　次に、ＣＰＵ１６は、特定した透過度を透過部１１Ａに設定する（Ｓ１２）。一定時間
が経過後に、ステップＳ１１を繰り返す。
【００４０】
　なお、ＣＰＵ１６は、基地局装置１０の温度を所定範囲に保つようフィードバック制御
を導入し、透過部１１Ａの透過度を調整したときから一定時間後の基地局装置１０の温度
および透過度の調整前の基地局装置１０の温度と、調整前の透過部１１Ａの透過度に基づ
いて、これから設定する透過部１１Ａの透過度を決定するようにしてもよい。
【００４１】
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　以上説明したように、本発明の第２の実施の形態に係る温度制御装置は、基地局装置１
０の温度を所定範囲に保つよう透過部１１の透過度を調整するため、ＯＣＸＯや水晶振動
子などの周辺回路の温度が保たれて送信周波数等の変動も最小限に抑えることができ、無
線通信の性能を良好に保つことができる。
【００４２】
　本発明の実施の形態に係る温度制御装置は、基地局装置１０の温度に応じて透過部１１
（液晶フィルタ）の透過度を調整するため、透過部１１が温度調整の役割を果たすことに
なり、発熱する電子機器を備えた基地局装置１０の温度を適切に制御することができる。
本発明の実施の形態では、基地局装置１０の温度を検知する構成について説明したが、本
発明の実施の形態に係る温度制御装置は、パワーアンプユニット１３、電源ユニット１４
などの電子機器の温度に応じて透過部１１の透過度を調整するようにしてもよい。
【００４３】
　ところで、基地局装置は、広範囲の温度でも正常に動作する部品で組み立てることも可
能であるが、そのような部品は大変高価であり、基地局装置の製造コストを抑える上では
好ましくない。そこで、本発明を導入することで、広範囲の温度でも正常に動作する高価
な部品を使用しなくても、同等の基地局性能を満たすことが可能となり、基地局装置の製
造コストを抑えることが可能となる。
【産業上の利用可能性】
【００４４】
　本発明の温度制御装置は、発熱する電子機器を備えた装置の温度を適切に制御すること
ができるという効果を有し、発熱する電子機器を備えた装置に有用である。
【符号の説明】
【００４５】
　１０　基地局装置
　１１　透過部
　１２　変換部
　１３　パワーアンプユニット
　１４　電源ユニット
　１５　デジタルユニット
　１６　ＣＰＵ
　１７　温度センサ
　１８　筺体
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